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第  １  8  4  号 ２

下妻市議会議員定数条例の一部改正について

下妻市議会議員定数条例の一部改正について

《提案理由》

　昨今の社会情勢や本市の財政状況等に鑑み、下妻市議会としても、

率先して下妻市の行財政改革に取り組み、自らが範を示すべきであり、

議員定数をこれまでの24人から４削減し、20人とするものであります。

議員提出議案第２号

下妻市議会議員定数条例の一部改正について

　地方自治法（昭和22年法律第67号）第112条第１項及び下妻市議会

会議規則（昭和42年下妻市議会規則第１号）第14条第１項の規定

により提出する。

　　　平成2 2年 9 月2 2日

　下妻市議会議長　谷田部　久　男　殿

　　　　　　　　　　提出者　下妻市議会議員　菊　池　　　博

　　　　　　　　　　賛成者　下妻市議会議員　小　竹　　　薫

　　　　　　　　　　　同　　　　　同　　　　斯　波　元　気

　　　　　　　　　　　同　　　　　同　　　　須　藤　豊　次

　　　　　　　　　　　同　　　　　同　　　　中　山　勝　美

　　　　　　　　　　　同　　　　　同　　　　木　村　　　進

　　　　　　　　　　　同　　　　　同　　　　篠　島　昌　之

　　　　　　　　　　　同　　　　　同　　　　稲　葉　冨士夫
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第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
方
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
下
妻
市
教
育
委
員
会
委
員

　
　

柴　

闢　

清　

一　

氏

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
９
月　

日
ま
で

２２

２２

の　

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市

１６
長
提
出
議
案
９
件
、
認
定　

件
、
報
告
６
件
、
議
員
提
出
議
案
１

１０

件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
（
案
）
１
件
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
、
同
意
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平 成 ２2 年　　第 ３ 回 定 例 会

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

東部中学校移転改築工事（建築）請負契約 

東部中学校移転改築工事（電気設備）請負契約

東部中学校移転改築工事（機械設備）請負契約 

市道路線の認定

市道路線の廃止

平成２２年度下妻市一般会計補正予算（第３号）

平成２２年度下妻市老人保健特別会計補正予算（第１号）

平成２２年度下妻市介護保険特別会計補正予算（第１号）

下妻市教育委員会委員の任命 

平成２１年度下妻市一般会計歳入歳出決算 

平成２１年度下妻市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

平成２１年度下妻市老人保健特別会計歳入歳出決算

平成２１年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成２１年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出決算

平成２１年度下妻市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算 

平成２１年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳出決算

平成２１年度下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理事

業特別会計歳入歳出決算

平成２１年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計歳入歳出決算 

平成２１年度下妻市水道事業会計決算

専決処分の報告「損害賠償について」

専決処分の報告「訴えの提起について」

専決処分の報告「訴訟上の和解について」

平成２１年度下妻市一般会計継続費精算

平成２１年度下妻市財政の健全化判断比率

平成２１年度下妻市公営企業の資金不足比率

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

認定第９号

認定第１０号

報告第１０号

報告第１１号

報告第１２号

報告第１３号

報告第１４号

報告第１５号

 議 　員　 提　 出 　議　 案　 等

原案可決

原案可決

下妻市議会議員定数条例の一部改正

子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書（案）

議員提出議案第２号

意見書第４号

定　例　会

     
平
成
二
十
二
年

   
第
三
回 

定 

例 

会



第  １  8  4  号 ４

一般会計決算の内訳・決算に対する賛否討論

一 般 会 計 決 算 に 対 す る 賛 否 討 論
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
度

２１

　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
の
決

算
規
模
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

歳
入
で
は　

％
、
歳
出
は　

％

７.７

７.４

の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
来
続
い
て
い
る
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
職
員
に

よ
る
特
別
滞
納
整
理
の
実
施
や

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入
な
ど
に

よ
り
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
お

り
、
歳
出
で
は
、
職
員
の
退
職

不
補
充
、
庁
舎
清
掃
の
一
部
を

職
員
自
ら
が
行
う
な
ど
委
託
業

務
の
見
直
し
や
入
札
に
よ
る
委

託
経
費
の
削
減
、
さ
ら
に
は
繰

上
償
還
に
よ
る
公
債
費
負
担
の

軽
減
な
ど
、
経
常
経
費
削
減
を

　

本
決
算
に
お
い
て
乳
幼
児
、

妊
産
婦
な
ど
へ
の
医
療
費
無
料

化
事
業
を
拡
大
し
た
こ
と
や
、

自
校
式
給
食
の
児
童
、
生
徒
へ

一
人
当
た
り
月
３
０
０
円
の
助

成
な
ど
、
評
価
で
き
る
施
策
も

執
行
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
へ
の
敬
老

祝
金
は
、　

歳
到
達
者
の
み
の

８０

ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
寝
た
き
り

老
人
福
祉
手
当
や
母
子
、
父
子

家
庭
児
童
学
資
金
も
月
４
０
０

０
円
だ
っ
た
も
の
が
、
月
３
０

　
　
　
　
　
　

０
０
円
に
引
き

　
　
　
　
　
　

下
げ
ら
れ
た
ま

図
っ
て
き
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

こ
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率

や
経
常
収
支
比
率
が
若
干
な
が

ら
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
質
公
債

費
比
率
、
経
常
収
支
比
率
と
も

依
然
と
し
て
高
い
比
率
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
、
更
な
る

歳
入
の
確
保
、
経
常
経
費
削
減
、

公
債
費
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ま
れ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る

と
と
も
に
、
各
種
事
業
を
厳
選

の
う
え
、
弾
力
的
行
財
政
運
営

に
よ
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
と

市
政
発
展
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
当
決
算
に
は
賛

成
で
あ
る
。

ま
で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
働
く
嘱

託
職
員
の
低
す
ぎ
る
賃
金
の
引

き
上
げ
や
、
市
議
会
議
員
の
報

酬
及
び
国
内
研
修
費
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
。

　

市
税
の
滞
納
額
は
前
年
度
決

算
比
で　

％
増
で
あ
る
。
市
民

５.６

の
多
く
は
高
い
市
民
税
を
納
め

き
れ
な
い
で
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
新
庁
舎
建
設
準
備
の
基
金

積
立
は
取
り
崩
し
て
、
市
民
の

暮
ら
し
応
援
の
施
策
に
回
す
こ

と
を
求
め
て
、
当
決
算
に
反
対

す
る
。

＝ 平成21年度　各 会 計 決 算 ＝ 
差　引　額歳 出 決 算 額歳 入 決 算 額会　　計　　別
５億２,８５２万８,４３６円１５４億５,７９９万２,５４８円１５９億８,６５２万９８４円一　　般　　会　　計
３億２,４８８万５２１円５２億４０９万２,６３５円５５億２,８９７万３,１５６円国 民 健 康 保 険
４８７万１,３８９円１,３００万４,２０９円１,７８７万５,５９８円老　　人　　保　　健
４８９万１,９１０円３億２,１８５万３,４５４円３億２,６７４万５,３６４円後 期 高 齢 者 医 療
６,９３１万６,１０２円２５億６,０１９万８,３７０円２６億２,９５１万４,４７２円介　　護　　保　　険
４８万８,８２０円７２２万５,３８７円７７１万４,２０７円介 護 サ ー ビ ス 事 業

 １,４４０万９,０５３円９億８,４０３万９,４４３円９億９,８４４万８,４９６円下　 水　 道　 事　 業
４６８万２,４８２円５,３４４万５０６円５,８１２万２,９８８円下妻東部第一土地区画整理事業
１,８１８万３,９７０円１億１,２５８万５,４７４円１億３,０７６万９,４４４円砂 沼 サ ン ビ ー チ

※△５億2,446万3,626円１８億２,2８４万８８０円１２億９,８３７万７,２５４円水 道 事 業 会 計
４億４,５７８万９,０５７円２６５億３,７２７万２,９０６円 ２６９億８,３０６万１,９６３円合　　　　　　計

賛

成

反

対

※不足分については、過年度損益勘定留保資金等で補てんした。
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一　般　質　問
　
　
　
　
　
　

稲
葉
市
長
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　

市
政
に
対
す
る
市
長
自
身

　
　
　
　
　

が
持
っ
て
い
る
構
想
を
、

当
初
予
算
に
盛
り
込
ん
で
い
け
る
初
め

て
の
予
算
編
成
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　

国
の
予
算
編
成
が
ど
う
な
る
の
か
わ

か
ら
な
い
状
態
に
あ
る
の
で
、
細
か
い

金
額
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
と
は
思
う

が
、
稲
葉
市
長
が
下
妻
市
発
展
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
持
っ
て
、
ど

の
あ
た
り
を
重
点
項
目
と
し
て
今
後
、

取
り
組
ん
で
い
く
予
算
編
成
に
し
て
い

く
の
か
、
構
想
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

市
長
就
任
後
の
最
初
の

　
　
　
　
　

当
初
予
算
で
あ
る
、
平
成

　
　
　
　
　
　

年
度
予
算
編
成
は
、
学

２３

校
の
耐
震
化
事
業
、
南
部
環
状
道
路
の

整
備
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
に
よ
る

市
民
の
足
の
確
保
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
組
織
機
構
や
定
員
適
正
化
計

画
の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
を

検
討
し
て
、
経
常
経
費
等
の
削
減
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成　

年
度
の
国

２３

の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
一
括
交
付

金
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
も
含
め

て
、
現
在
、
不
透
明
な
部
分
が
多
い
う

え
、
市
町
村
の
予
算
編
成
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
、
地
方
財
政
計
画
も
決
定

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
明

確
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
や
経
常
収

支
比
率
が
多
少
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る

と
は
い
え
、
長
引
く
不
況
に
伴
う
税
収

の
落
ち
込
み
な
ど
、
依
然
と
し
て
当
市

の
財
政
状
況
が
大
変
厳
し
い
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
不
要
・
不
急
の
施
策
を
厳

し
く
仕
分
け
し
、
予
算
の
流
動
化
を
図

り
、
緊
急
性
、
必
要
性
の
高
い
も
の
か

ら
実
施
し
て
い
く
な
ど
、
弾
力
的
に
編

成
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
予
算
編
成

に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
が
活
性
化
さ
れ

る
方
向
で
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１　

中
山　

政
博　

議
員

　

１　

来
年
度
の
予
算
編
成
及
び
施
策

　
　
　

方
針
に
つ
い
て
問
う

　
２　

中
山　

勝
美　

議
員

　

１　

下
妻
市
の
街
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　

に
つ
い
て

　

２　

う
つ
病
対
策
に
有
効
な
認
知
行

　
　
　

動
療
法
の
体
制
整
備
に
つ
い
て

　

３　

「
関
東
鉄
道
常
総
線
の
踏
切
事

　
　
　

故
防
止
に
警
報
機
・
遮
断
機
の

　
　
　

設
置
を
年
次
計
画
で
実
施
せ
よ
」

　
　
　

に
つ
い
て

３　

平
井　
　

誠　

議
員

　

１　

ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・
き
ぬ
建
設

　
　
　

に
か
か
わ
る
談
合
問
題
に
つ
い

　
　
　

て

　

２　

高
齢
者
や
障
害
者
も
安
心
し
て

　
　
　

く
ら
せ
る
市
政
を
め
ざ
し
て

　

３　

市
外
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い

　
　
　

下
妻
づ
く
り
を

４　

笠
島　

道
子　

議
員

　

１　

国
民
年
金
に
つ
い
て

５　

斯
波　

元
気　

議
員

　

１　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　
　
　

い
て

６　

山
中　

祐
子　

議
員　

　

１　

道
路
行
政
に
つ
い
て

　

２　

防
災
に
つ
い
て

　

３　

猛
暑
に
よ
る
農
畜
産
物
へ
の
影

　
　
　

響
に
つ
い
て

　

４　

景
気
対
策
に
つ
い
て

７　

柴　
　

孝
光　

議
員

　

１　

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
今
後
に
つ

　
　
　

い
て

　

２　

地
球
温
暖
化
防
止
、
Ｃ
Ｏ
２
削

　
　
　

減
に
向
け
た
、
市
と
し
て
の
取

　
　
　

り
組
み
に
つ
い
て

８　

小
竹　
　

薫　

議
員

　

１　

児
童
の
食
育
と
学
校
給
食
に
つ

　
　
　

い
て  

一
般
質
問
者
の
氏
名
・

項
目
は
次
の
と
お
り
で

す 
。　
　
　
　
（
通
告
順
）

来
年
度
の
予
算
編
成
及

び
施
策
方
針
に
つ
い
て

問
う

　
　
　

中
山
政
博 
議
員

平成22年度予算書
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盧
通
り
魔
や
強
盗
殺
人

　
　
　
　
　

な
ど
の
凶
悪
犯
罪
の
報
道

　
　
　
　
　

や
、
万
引
き
、
置
き
引
き
、

泥
棒
等
が
多
発
し
、
尽
き
る
こ
と
の
な

い
犯
罪
に
、
市
民
は
恐
怖
や
不
安
を
抱

い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
長
は
ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

盪
車
社
会
の
現
在
、
国
道
２
９
４
号

に
お
け
る
ロ
ー
ド
産
業
の
重
要
性
に
鑑

第  １  8  4  号

一　般　質　問
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み
、
当
市
の
将
来
の
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

　

国
道
２
９
４
号
の
ジ
ャ
ス
コ
北
側
は
、

以
前
、
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
が
出
店
す
る

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
土

地
は
、
圃
場
整
備
区
域
か
ら
除
外
し
た

わ
け
な
の
で
、
経
過
説
明
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

な
お
、
将
来
、
ジ
ャ
ス
コ
か
ら
道
の

駅
ま
で
の
２
９
４
号
は
、
ロ
ー
ド
産
業

の
拠
点
と
し
て
農
地
か
ら
の
転
用
を
積

極
的
に
推
進
し
、
農
家
の
収
入
増
、
雇

用
の
確
保
、
固
定
資
産
税
の
増
加
に
つ

な
が
る
土
地
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
る

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

盧
地
域
社
会
の
防
犯
対

　
　
　
　
　

策
に
つ
い
て
は
、
下
妻
警

　
　
　
　
　

察
署
を
核
と
し
て
、
防
犯

協
会
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
マ
イ
タ
ウ
ン

チ
ー
ム
な
ど
の
防
犯
関
係
団
体
や
地
域

の
自
警
団
な
ど
に
よ
る
防
犯
活
動
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

市
内
で
も
車
上
荒
ら
し
や
、
空
き
巣
、

ひ
っ
た
く
り
等
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い

る
が
、
防
犯
に
対
す
る
市
民
の
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
・
職
場
な
ど
で
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　

盪
国
道
２
９
４
号
に
つ
い
て
は
、
北

関
東
自
動
車
道
及
び
首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、
南
北
を
結

ぶ
広
域
幹
線
道
路
と
し
て
も
機
能
し
て

い
る
。
沿
線
に
は
、
市
の
北
の
玄
関
口

で
あ
る
「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」
及
び
南

の
玄
関
口
で
あ
る
「
や
す
ら
ぎ
の
里
し

も
つ
ま
」
が
立
地
し
、
「
情
報
発
信
と

交
流
の
拠
点
」
と
し
て
、
産
業
、
観
光
、

文
化
の
発
展
を
担
い
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
よ
る
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

第
５
次
下
妻
市
総
合
計
画
に
お
け
る

土
地
利
用
構
想
の
中
で
は
、
国
道
１
２

５
号
と
国
道
２
９
４
号
が
交
差
す
る
交

通
の
要
衝
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
と

も
に
、
交
差
点
北
東
地
域
は
、
産
業
創

造
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

将
来
に
わ
た
り
、
郊
外
型
の
店
舗
等
の

用
地
と
し
て
、
市
の
活
性
化
が
図
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
騰
波
ノ
江
地
区
や
大
宝
地
区

の
圃
場
整
備
事
業
区
域
内
に
つ
い
て
は
、

優
良
農
用
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

担
い
手
の
育
成
、
土
地
利
用
の
効
率
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・

　
　
　
　
　

き
ぬ
建
設
に
関
し
て
の
談

　
　
　
　
　

合
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
も
、
３
回
ほ
ど
市
議
会
定
例
会
の

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
て
き
た
。

　

昨
年
、
平
成　

年　

月
の
第
４
回
下

２１

１２

妻
市
議
会
定
例
会
で
、
こ
の
問
題
の
一

般
質
問
に
対
し
、
当
時
の
小
倉
市
長
か

ら
は
、
最
高
裁
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

県
内
対
象
自
治
体
で
あ
る
日
立
市
、
阿

見
町
、
龍
ヶ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
の

３
自
治
体
と
連
携
、
調
整
を
図
り
、
損

害
賠
償
請
求
に
向
け
た
法
的
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
精
査
し
、
当
事
務
組
合
副

管
理
者
並
び
に
組
合
議
会
と
十
分
相
談

し
な
が
ら
、
対
応
策
を
検
討
し
た
い
旨

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
経
過
に

つ
い
て
伺
う
。

　

盪
ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・
き
ぬ
建
設
工

事
入
札
に
お
け
る
落
札
率
は
、　

・　
９９

８１

％
と
非
常
に
高
い
。
公
正
取
引
委
員
会

が
談
合
あ
り
と
見
て
、
動
き
出
し
た
後

の
、
同
様
施
設
の
ご
み
焼
却
炉
建
設
工

事
の
平
均
落
札
率
は
調
査
し
た
の
か
。

調
査
し
て
、
そ
の
差
額
及
び
延
滞
金
を

き
ち
ん
と
日
立
造
船
に
請
求
し
、
応
じ

な
け
れ
ば
提
訴
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
つ
も
り
な
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

盧
下
妻
地
方
広
域
ご
み

　
　
　
　
　

処
理
施
設
「
ク
リ
ー
ン
ポ

　
　
　
　
　

ー
ト
・
き
ぬ
」
建
設
工
事

の
入
札
に
関
し
、
独
占
禁
止
法
に
違
反

す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
件
に
つ

い
て
は
、
同
様
の
問
題
を
抱
え
、
そ
の

対
応
に
精
通
さ
れ
て
い
る
龍
ヶ
崎
地
方

塵
芥
処
理
組
合
の
助
言
、
及
び
龍
ヶ
崎

地
方
塵
芥
処
理
組
合
が
依
頼
し
て
い
る

弁
護
士
と
相
談
し
な
が
ら
、
損
害
賠
償

請
求
の
手
続
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
対
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下
妻
市
の
街
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
　
　

中
山
勝
美 
議
員
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ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・
き

ぬ
建
設
に
か
か
わ
る
談

合
問
題
に
つ
い
て

　
　
　

平
井　

誠 
議
員

クリーンポート・きぬ

4車線化が進む国道294号



応
し
て
き
た
。

　

盪
日
立
造
船
株
式
会
社
か
ら
、
和
解

の
用
意
が
あ
る
と
い
う
話
し
が
下
妻
地

方
広
域
事
務
組
合
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
両
者
間
で
、
訴
訟
手
続
も
視
野

に
入
れ
、
合
理
的
な
解
決
方
法
に
つ
い

て
真
摯
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
一
定

の
和
解
案
の
提
示
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
去
る
９
月
２
日

に
、
管
理
者
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
今
後
は
、

　

月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
下

１０妻
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
に
諮
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
自
営
業
者
や
無
職
の

　
　
　
　
　

人
た
ち
が
加
入
す
る
国
民

　
　
　
　
　

年
金
の
２
０
０
９
年
度
の

保
険
料
納
付
率
が
過
去
最
低
を
更
新
し

て
、
初
め
て　

％
を
割
り
込
み
、
現
行

６０

の
ま
ま
推
移
す
る
な
ら
、
将
来
の
無
年

金
、
低
年
金
者
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
下
妻
市
の
国
民
年
金
加
入

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

一　般　質　問
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加
入
者
数
、
未
加
入
者
数
、
納
付
状
況
、

免
除
の
状
況
。
そ
れ
ら
の
各
人
数
、
免

除
率
に
つ
い
て
、
申
請
免
除
、
法
定
免

除
別
に
つ
い
て
伺
う
。

　

盪
当
市
に
お
い
て
の
無
年
金
者
数
、

現
在
の
納
付
状
況
か
ら
見
て
、
無
年
金

者
の
発
生
予
測
者
の
数
は
。

　

蘯
未
納
者
対
策
や
免
除
申
請
指
導
は

ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の
か
。

　

盻
会
社
な
ど
に
お
け
る
臨
時
や
パ
ー

ト
雇
用
者
は
、
社
会
保
険
、
厚
生
年
金

な
ど
に
適
用
し
な
い
、
あ
る
い
は
故
意

に
適
用
さ
せ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
相
談
事
例
は

あ
る
か
。

　

眈
国
民
年
金
受
給
者
数
、
障
害
年
金

受
給
者
数
は
何
人
か
。
ま
た
、
障
害
年

金
受
給
者
を
除
く
平
均
年
金
額
は
い
く

ら
か
。

　

眇　

年
の
納
付
期
間
は
長
過
ぎ
る
と

２５

思
わ
れ
る
が
、
納
付
期
間
な
ど
の
短
縮
、

あ
る
い
は
現
行
の
年
金
制
度
の
矛
盾
に

つ
い
て
、
年
金
制
度
改
革
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成　

年
度
の
加
入

２１

　
　
　
　
　

者
数
は
８
９
８
３
人
、
未

　
　
　
　
　

加
入
者
数
は
２
５
３
人
、

納
付
状
況
は　

・
４
％
で
あ
る
。
免
除

57

の
状
況
は
申
請
免
除
者
数
は
１
７
６
７

人
、
法
定
免
除
者
数
は
３
２
８
人
、
免

除
率
は
申
請
免
除　

・
７
％
、
法
定
免

１９

除
は　

％
で
あ
る
。

3.7

　

盪
平
成　

年
７
月
末
現
在
に
お
け
る

２２

無
年
金
者
数
は
４
８
１
人
、
ま
た
将
来

無
年
金
に
な
る
と
み
ら
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
納

付
状
況
や
免
除
等

に
関
係
し
て
く
る

の
で
、
人
数
は
答

え
ら
れ
な
い
が
、

増
加
傾
向
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

蘯
毎
年
７
月
の

免
除
申
請
期
間
に

合
わ
せ
、
広
報
等

へ
の
掲
載
や
窓
口

相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
館

年
金
事
務
所
と
の
連
携
に
よ
り
、
未
納

者
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
り
、
免

除
申
請
勧
奨
を
す
す
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
免
除

制
度
の
周
知
や
申
請
勧
奨
等
に
よ
り
未

納
者
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

　

盻
社
会
保
険
及
び
厚
生
年
金
等
に
つ

い
て
の
相
談
は
雇
用
し
て
い
る
会
社
又

は
下
館
年
金
事
務
所
と
な
っ
て
い
る
た

め
相
談
事
例
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

　

眈
平
成　

年
度
の
国
民
年
金
受
給
者

２１

数
は
９
８
１
７
人
、
障
害
年
金
受
給
者

は
６
２
１
人
、
障
害
年
金
を
除
く
平
均

受
給
年
額
は　

万
５
６
０
０
円
で
あ
る
。

５７

　

眇
市
で
は
国
民
年
金
法
に
基
づ
き
、

法
定
受
託
事
務
を
行
う
だ
け
な
の
で
、

制
度
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
る
立
場

に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

近
年
、
国
に
お
い
て
、
新
・
年
金
制

度
に
関
す
る
中
間
ま
と
め
の
概
要
が
公

表
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
基
本
原
則
７

項
目
か
ら
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
こ
の

基
本
原
則
を
も
と
に
、
制
度
改
正
が
検

討
さ
れ
る
事
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の

動
向
を
見
据
え
な
が
ら
事
務
執
行
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

　
　
　
　
　

り
は
、
近
年
、
自
治
体
運

　
　
　
　
　

営
の
上
で
特
に
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
概
念
で
あ
り
、

当
市
の
中
心
的
な
政
策
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
シ
ェ
リ
ー
・

ア
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
住
民
参
加
、
市

民
協
働
の
進
捗
状
況
を
客
観
的
に
示
す

指
標
と
し
て
、
住
民
参
加
の
「
は
し
ご
」

と
い
う
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、
住
民
参
加
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の
レ
ベ
ル
は
８
つ
の
段
階
に
分
か
れ
て

い
て
、
１
段
目
の
「
行
政
に
よ
る
操
り
」

か
ら
、
８
段
目
の
「
住
民
に
よ
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ

ル
が
あ
る
。
当
市
は
今
、
こ
の
「
は
し

ご
」
の
ど
の
段
階
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
「
は
し
ご
」
を
の
ぼ
っ
て
い
く

た
め
の
一
つ
の
過
程
、
作
業
と
し
て
次

の
質
問
を
す
る
。

　

自
治
基
本
条
例
と
は
、
自
治
体
の
地

方
自
治
の
基
本
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て

規
定
す
る
最
高
規
範
性
を
有
す
る
条
例

で
、
近
年
多
く
の
自
治
体
で
こ
の
制
定

が
続
い
て
い
る
。
こ
の
条
例
の
最
も
中

心
的
な
要
件
は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り

の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
規
定

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

市
民
協
働
推
進
の
上
で
は
不
可
欠
な

条
例
で
あ
り
、
当
市
で
も
制
定
す
べ
き

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
こ
の
条
例
は
そ
の
制
定
過
程

に
お
い
て
も
、
市
民
の
参
画
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
制
定
過
程
に
お
け
る
市
民

参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　

積
極
的
に
推
し
進
め
て
い

く
べ
き
重
要
な
課
題
、
施
策
で
あ
る
と
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認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
全
国
的
に
、
自
治
基
本
条
例

制
定
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
契
機
と
し
て
は
、
地
方
分
権
改
革

の
推
進
に
伴
う
要
因
が
あ
り
、
自
治
体

が
住
民
と
よ
り
密
接
な
関
係
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
狙
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

住
民
自
治
に
基
づ
く
自
治
体
運
営
の

基
本
原
則
を
定
め
た
条
例
で
あ
り
、

「
自
治
体
の
憲
法
」
と
も
言
わ
れ
、
市

政
を
進
め
る
上
で
、
最
も
基
本
と
な
る

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
県
内
全
市
町

村
の
制
定
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

　

市
町
村
中
、　

市
町
村
が
未
制
定
で

４４

４０

あ
る
が
、
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

制
定
の
意
味
や
必
要
性
、
条
例
の
果
た

す
べ
き
役
割
な
ど
、
基
礎
的
な
問
題
の

解
消
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
市

と
し
て
も
、
現
時
点
で
の
制
定
の
予
定

は
な
い
が
、
い
ず
れ
制
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　

今
年
の
夏
は
非
常
に
暑

　
　
　
　
　

く
、
観
測
史
上
初
と
い
う

言
葉
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

ま
た
、
雨
も
連
続
し
て
降
ら
ず
、
熱

中
症
で
倒
れ
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
等
の

報
道
が
連
日
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
鶏
が
暑
さ
の
せ
い

で
、
餌
を
あ
ま
り
食
べ
な
く
な
り
、
卵

を
産
む
の
が
減
っ
た
と
か
、
牛
や
豚
も

食
欲
が
減
っ
た
な
ど
と
い
う
話
も
耳
に

し
た
。
稲
刈
り
も
８
月
末
か
ら
始
ま
り
、

見
た
と
こ
ろ
で
は
、
稲
が
た
わ
わ
に
実

っ
て
い
て
、
米
は
猛
暑
の
影
響
を
受
け

な
か
っ
た
の
か
と
、
安
心
し
て
い
た
が
、

稲
刈
り
を
終
え
た
農
家
の
方
の
話
だ
と
、

稲
が
暑
さ
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
籾
が

厚
く
な
り
、
米
の
粒
が
小
さ
い
た
め
、

収
穫
量
が
１
反
歩
当
た
り
１
俵
近
く
減

っ
た
と
か
、
乾
燥
し
て
い
て
水
分
量
が

足
り
な
い
等
の
声
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

猛
暑
に
よ
る
農
畜
産
物
へ
の
影
響
に
つ

い
て
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

盧
猛
暑
が
農
畜
産
物
へ
ど
の
よ
う
に

影
響
し
て
い
る
か
。

　

盪
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産

農
家
へ
の
救
済
措
置
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
異
常
気
象
と
も
い
え

　
　
　
　
　

る
猛
暑
が
、
農
畜
産
物
へ

　
　
　
　
　

与
え
る
、
農
畜
産
物
の
減

収
や
品
質
低
下
、
ま
た
、
家
畜
の
健
康

被
害
な
ど
、
非
常
に
心
配
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
野
菜
・
果
樹
部
門
に
つ
い

て
は
、
銘
柄
産
地
指
定
の
キ
ュ
ウ
リ
や

梨
は
、
品
質
低
下
や
降
雨
不
足
に
よ
る

成
長
の
遅
れ
と
い
う
影
響
が
出
て
い
る
。

畜
産
部
門
で
は
、
家
畜
の
食
欲
減
退
に

よ
る
出
荷
の
遅
れ
や
、
熱
射
病
に
よ
り

死
に
至
る
ケ
ー
ス
が
、
若
干
多
く
な
っ

て
お
り
、
各
畜
産
農
家
で
は
扇
風
機
を

常
時
稼
働
さ
せ
、
畜
舎
の
室
温
を
下
げ

る
な
ど
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　

米
作
部
門
で
は
、
収
穫
量
の
減
少
や

品
質
の
低
下
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
価
格

の
低
下
に
つ
い
て
も
危
惧
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
公
的
機
関
か
ら

作
況
指
数
が
示
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

今
年
の
猛
暑
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
各
農
家
と
連
絡
、
調
整
を
し

な
が
ら
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

　

盪
農
畜
産
物
の
自
然
災
害
の
救
済
に

つ
い
て
は
、
農
業
災
害
補
償
法
に
基
づ

き
農
業
共
済
制
度
に
よ
る
救
済
が
原
則

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
営
に
膨
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
場
合
に
は
、
国
の
激
甚
災
害
法
が
発

動
さ
れ
、
経
営
資
金
の
貸
付
限
度
額
の

引
き
上
げ
や
、
償
還
期
間
の
延
長
な
ど
、

貸
付
条
件
の
緩
和
が
図
ら
れ
る
。

　

一
方
、
茨
城
県
の
制
度
と
し
て
「
茨

城
県
農
林
漁
業
災
害
対
策
特
別
措
置
条

例
」
に
よ
る
救
済
制
度
が
あ
り
、
天
災

に
よ
る
損
失
を
受
け
た
農
業
者
及
び
農

業
団
体
に
対
し
、
被
害
の
状
況
に
応
じ

た
助
成
が
行
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
農
作
物
の
降
雨
不
足
に
伴

う
救
済
と
し
て
、
農
地
の
受
益
面
積
が

概
ね
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
共
同
で
行

う
農
業
用
井
戸
掘
削
工
事
な
ど
の
事
業

に
対
し
、
事
業
費
の　

％
を
上
限
と
す

２４

る
市
の
助
成
制
度
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
畜
産
物
被
害

の
救
済
に
つ
い
て
は
、
県
、
農
業
団
体

な
ど
と
十
分
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

被
害
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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最
近
の
異
常
気
象
は
、

　
　
　
　
　

ま
さ
に
、
地
球
温
暖
化
の

　
　
　
　
　

影
響
に
よ
る
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
野

菜
の
高
騰
、
猛
暑
に
よ
る
冷
房
、
電
気

の
異
常
使
用
、
海
水
温
度
上
昇
に
よ
る

漁
獲
の
変
化
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
災

害
、
熱
中
症
、
さ
ら
に
世
界
中
で
も
す

さ
ま
じ
い
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
起

一　般　質　問
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き
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
進
め
ば
、
地
球

が
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
私
た
ち
の
子

孫
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
非
常

に
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
対
策
は
国

も
県
も
各
地
域
に
し
て
も
遅
々
と
し
て

進
ま
ず
、
無
関
心
過
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
現
在
の
状
況
で
は
、
鳩
山
元
総
理

が
世
界
に
向
け
て
発
表
し
た
C
O
、　
25

％
削
減
な
ど
は
と
て
も
達
成
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
各
自
治
体
で
も
、

最
近
は
対
策
室
な
ど
を
設
置
し
始
め
て

い
る
。

　

し
か
し
、
下
妻
市
に
お
い
て
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
費
が
、
昨
年
度
予
算
よ

り
も
今
年
度
の
予
算
は
さ
ら
に
下
が
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
対

策
室
な
ど
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

国
に
お
い
て
は
、
本
年

　
　
　
　
　

は
京
都
議
定
書
第
１
約
束

　
　
　
　
　

期
間
の
中
間
年
に
当
た
り
、

京
都
議
定
書
の
目
標
で
あ
る
６
％
削
減

に
向
け
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

当
市
で
は
、
平
成　

年
度
に
下
妻
市

19

役
所
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図

る
た
め
、
市
の
事
務
及
び
事
業
で
排
出

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制
す
る
と

と
も
に
、
自
ら
事
業
者
・
消
費
者
と
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
し

て
き
た
。

　

具
体
的
に
は
、
「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」
の
実
施
や
、
夏
の
ク
ー
ル
ビ
ズ

実
施
、
庁
舎
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置

し
て
Ｃ
Ｏ
の
削
減
を
図
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
、
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
」
と

し
て
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
希
望
さ
れ
た
市

民
に
無
料
配
布
し
、
昨
年
の
夏
に
全
戸

配
布
し
た
環
境
家
計
簿
と
あ
わ
せ
て
、

温
暖
化
対
策
を
普
及
啓
発
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
市
民
全
体
の
取
り
組
み

と
し
て
、
市
民
・
事
業
所
・
市
が
協
働

し
て
、
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
地
域

協
議
会
で
あ
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
温
暖
化

エ
コ
ネ
ッ
ト
し
も
つ
ま
」
が
、
平
成　
20

年
８
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
度
は
「
環

境
カ
ル
タ
作
成
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
完
成
後
に
は
、
市
民
に
参
加
を

呼
び
か
け
「
環
境
カ
ル
タ
と
り
大
会
」

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
に
よ
る
対
策
と

し
て
、
昨
年
２
月
か
ら
レ
ジ
袋
無
料
配

布
中
止
に
よ
る
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

を
市
内
ス
ー
パ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施

し
て
い
る
。
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
は
、

概
ね　

％
か
ら　

％
に
達
し
て
お
り
、

77
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温
暖
化
対
策
に
お
け
る
市
民
の
関
心
が

高
い
こ
と
と
、
協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

温
暖
化
関
連
の
法
律
と
し
て
平
成　
20

年
５
月
に
改
正
さ
れ
、
今
年
４
月
に
施

工
さ
れ
た
改
正
省
エ
ネ
法
に
よ
る
と
、

市
役
所
も
事
業
所
の
１
つ
と
し
て
、
具

体
的
な
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
市
組
織
規
則
の
規
定
に
よ
り
、

生
活
環
境
課
環
境
政
策
係
に
お
い
て
、

処
理
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
市

全
体
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
や
公
共
交

通
機
関
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

総
合
的
な
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
地
産
地
消
と
よ
く
言

　
　
　
　
　

わ
れ
る
が
、
学
校
給
食
に

　
　
　
　
　

お
い
て
も
、
地
元
で
で
き

た
作
物
を
地
元
で
消
費
す
る
。
ど
ん
な

も
の
を
口
に
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ

た
も
の
を
学
ぶ
事
も
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

市
長
の
所
信
表
明
の
中
に
も
下
妻
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
、
学
校
給
食
へ
の
活
用

を
通
し
て
、
地
産
地
消
・
販
路
拡
大
を

進
め
る
と
あ
っ
た
が
、
現
状
は
ど
の
よ

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

地
球
温
暖
化
防
止
、

Ｃ 　

削
減
に
向
け
た
、

市
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　
　
　

柴　

孝
光 
議
員

下妻市で取り組んでいる「緑のカーテン事業」

児
童
の
食
育
と
学
校
給

食
に
つ
い
て

　
　
　

小
竹　

薫 
議
員

学校給食の様子
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に
地
場
農
産
物
の
良
さ
を
認
識
し
て
も

ら
う
こ
と
は
、
地
産
地
消
の
推
進
や
宣

伝
効
果
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
が

図
ら
れ
る
有
効
な
方
法
と
考
え
て
い
る
。

　

盪
常
総
市
に
お
い
て
、
行
政
経
費
等

の
削
減
を
図
る
た
め
に
各
種
事
務
組
合

の
一
元
化
に
向
け
検
討
を
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
常
総
・
下
妻
学
校
給
食
組

合
に
つ
い
て
も
、
組
合
を
解
散
し
、
常

総
市
が
下
妻
市
か
ら
給
食
事
務
を
受
託

す
る
形
で
、
常
総
市
営
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
と
し
て
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
き

た
い
の
で
、
協
議
し
た
い
と
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
。
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、

給
食
の
安
定
供
給
確
保
を
前
提
に
、
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

蘯
子
ど
も
手
当
の
現
況
届
及
び
認
定

請
求
書
に
、
幼
稚
園
の
授
業
料
及
び
学

校
給
食
費
に
滞
納
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
滞
納
状
況
を
閲
覧
す
る
こ
と
、
ま
た

は
子
ど
も
手
当
を
現
金
支
給
と
し
、
納

付
相
談
に
応
じ
る
旨
の
同
意
事
項
を
記

載
し
た
。

　

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
給
食
費
の
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
訪
問
・
面
接
等
を
行

い
、
納
付
困
難
な
場
合
は
、
窓
口
に
て

現
金
支
給
し
、
納
付
を
お
願
い
す
る
方

法
を
と
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

盪
常
総
市
か
ら
学
校
給
食
組
合
の
解

散
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　

蘯
給
食
費
の
未
納
問
題
も
深
刻
に
な

っ
て
い
る
。
国
全
体
で
見
れ
ば
、
平
成

　

年
度
の
滞
納
総
額
は
、　

億
円
を
超

１７

２２

え
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
お
か

ず
を
１
品
減
ら
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

日
は
給
食
を
な
く
し
た
り
、
お
弁
当
の

日
を
も
う
け
る
な
ど
、
経
費
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
、
子
ど

も
手
当
と
給
食
費
の
未
納
を
相
殺
で
き

な
い
か
と
い
う
話
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

当
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

盧
本
市
の
農
畜
産
物
ブ

　
　
　
　
　

ラ
ン
ド
と
し
て
は
、
銘
柄

　
　
　
　
　

産
地
に
指
定
さ
れ
た
「
キ

ュ
ウ
リ
」
や
「
梨
」
が
あ
り
、
特
に
梨

に
つ
い
て
は
「
甘
熟
梨
」
の
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
、
東
京
や
県
内
各
地
で
消

費
宣
伝
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
畜
産
物

に
お
い
て
は
、
高
品
質
な
ロ
ー
ズ
ポ
ー

ク
が
あ
り
、
重
要
な
ブ
ラ
ン
ド
品
目
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
の
駅
加
工
施

設
の
納
豆
は
、
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
。

  
こ
の
よ
う
に
、
販
路
拡
大
の
一
つ
と

し
て
学
校
給
食
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
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下妻市議会活動等に関する調査特別委員会委員長報告

　

下
妻
市
議
会
活
動
等
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
審
査
が
終
了
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
経
過
並
び
に
結
果
内
容
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
調
査
特
別
委
員
会
は
、
平
成　

年　

月

２１

１２

　

日
に
設
置
さ
れ
、
各
期
別
か
ら
代
表
１
名

１８の
委
員
が
選
出
さ
れ
、
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
計
７
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
慎
重
に
審
査
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
委
員
会
の
運
営
、
結
論
ま
で
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協
議
し
、
内
容
に
つ

い
て
は
「
議
員
の
身
分
に
関
す
る
件
」
と

「
議
員
の
身
分
以
外
に
関
す
る
件
」
を
協
議

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
で
す
が
、
種
々
検
討
し
た
結
果
、
全
委

員
異
議
な
く
、
「
平
成　

年
第
３
回
定
例
会

２２

で
本
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成　

年
第
４
回
定
例
会
ま

２２

で
に
条
例
の
改
正
な
ど
を
行
う
こ
と
と
す

る
。」こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
「
議
員
の
身
分
に
関
す
る
件
」
に

つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
は
議
員
定
数
と
議
員

報
酬
に
つ
い
て
、
と
い
う
こ
と
と
し
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
公
聴
会
の
開
催
、
ま
た
は
専
門
職
議
員

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
議
員
の
併
置
、
さ
ら
に
は

様
々
な
立
場
の
人
が
議
員
と
な
る
可
能
性
を

残
し
た
方
が
、
数
多
く
の
意
見
が
市
政
に
反

映
さ
れ
る
た
め
、
定
数
は
削
減
せ
ず
、
報
酬

を
削
減
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
な

ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
議
員
定
数
の
削
減
や
報
酬
の
削
減
は
、
議

員
自
ら
が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
や
市
の
財
政

状
況
、
行
政
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
上
で
判
断

す
べ
き
で
あ
る
。」と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
議
員
定
数
を
現
行
か
ら
４

削
減
し　

人
と
し
、
報
酬
は
現
行
の
ま
ま
据

２０

え
置
く
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
議
員
の
身
分
以
外
に
関
す
る
件
」

に
つ
い
て
は
、
議
会
基
本
条
例
の
検
討
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
た
な
特
別
委
員
会
の

場
で
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
決
し
た

次
第
で
す
。

　

以
上
で
、
本
調
査
特
別
委
員
会
で
の
審
査

経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書

　ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）感染が主な原因である子宮頸がんは、「予防できる唯一のがん」と言
われています。年間約１万5,000人が新たに罹患し、約3,500人が亡くなっていると推計されていますが、 近
年、若年化傾向にあり、死亡率も高くなっています。結婚前、妊娠前の罹患は女性の人生設計を大きく変え
てしまいかねず、子宮頸がんの予防対策が強く望まれています。
　子宮頸がんの予防対策としては、予防ワクチンを接種すること、および予防検診（細胞診・ＨＰＶ検査）
によってＨＰＶ感染の有無を定期的に検査し、前がん病変を早期に発見することが挙げられます。
　昨年、子宮頸がん予防ワクチンが承認・発売開始となり、ワクチン接種が可能になりました。費用が高額
なため、一部の自治体ではワクチン接種への公費助成を行っていますが、居住地により接種機会に格差が生
じることがないよう国の取り組みが望まれます。予防検診の実施についても同様に、自治体任せにするので
はなく、受診機会を均てん化すべきです。
　よって、政府におかれては、子宮頸がんがワクチン接種と予防検診により発症を防ぐことが可能であるこ
とを十分に認識していただき、以下の項目について実施していただくよう、強く要望します。
                                     　　　　　　　　　記
１　子宮頸がん予防ワクチン接種の実施の推進
　①　予防効果の高い特定年齢層への一斉接種および国による接種費用の全部補助
　②　特定年齢層以外についても一部補助の実施
　③　居住地域を問わない接種機会の均てん化
　④　ワクチンの安定供給の確保および新型ワクチンの開発に関する研究
２　子宮頸がん予防検診（細胞診・ＨＰＶ検査）の実施の推進
　①　特に必要な年齢を対象にした検診については国による全部補助
　②　従来から行われている子宮頸がん検診を予防検診にまで拡大
　③　居住地域を問わない受診機会の均てん化
３　子宮頸がんおよび子宮頸がんの予防に関する正しい知識の普及、相談体制等の整備
　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。
　　　平成２２年９月22日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会　　　　
　　（提出先）
　　　内 閣 総 理 大 臣　　菅　　　直　人　殿
　　　厚 生 労 働 大 臣　　細　川　律　夫　殿

結　果付託委員会提　出　者　住　所　氏　名　　　　件　　　　　　　　　名

継　 続
文教厚生
委 員 会

下妻市下妻乙３４７番８
　茨城県高等学校教職員組合　
　　下妻第二高等学校分会　
　　　分会長　皆　川　　　聡

「県立高校の存続と高校の３０人以下学級
実現を求める意見書提出」に関する陳情

採　 択
文教厚生
委 員 会

下妻市長塚９３ 
 　　　佐　川　加津子

「子宮頸がんの予防措置実施の推進を求
める意見書」の採択に関する請願書 

━━━ 請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果 ━━━
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Ｅボート大会に参加 ・ 議会日誌

　
　
　
　
　
　

　

去
る　

月
５
日
、
東
部
中
学
校
移
転

１０

改
築
工
事
の
起
工
式
が
、
大
串
地
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
部
中
学
校
移
転
改
築
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
も

関
連
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

東
部
中
学
校
は
、
昭
和　

年
４
月
に

４０

発
足
し
、
現
在
の
校
舎
は
、
昭
和　

年
４２

に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
市
内
で
初
め

て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
校
舎
で
あ

り
、
以
来
、
こ
の
校
舎
か
ら
多
く
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
年
後
の
平
成　

年
に
新
校
舎
が
完

２４

成
す
る
と
、
同
じ
大
串
地
内
で
は
あ
り

ま
す
が
、
東
部
中
学
校
は
、
別
の
場
所

へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
校
舎
や
場
所
は
変
わ
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
た
だ
き
、
ま
た
、

新
校
舎
に
は
、
東
部
中
学
校
の
更
な
る

飛
躍
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
第　
１５

回
鬼
怒
川
流
域
交
流
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
茨

城
県
大
会
」
に
、
下
妻
市
議
会
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
村
合
併
後
、
４
回
目
の
出
場
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
息
の
合
っ
た
パ
ド
ル

さ
ば
き
で
レ
ー
ス
に
臨
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
レ
ー
ス
で
は
、
一
般
の
部　
４０

チ
ー
ム
中　

位
の
成
績
を
収
め
る
こ
と

２１

が
で
き
ま
し
た
。

　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１６
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１７
　

日　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

２２
　
　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

７
日　

県
西
市
議
会
議
長
会
臨
時
会

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務
局

１８
　
　
　

長
会

　

日　

下
妻
市
議
会
月
例
会

１９
　
　
　

第
２
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
臨
時
会

２５
　

日
〜　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

２５

２６

　
　
　

第
１
回
議
員
研
修
会

 　

日　

全
員
協
議
会

２０３
日　

議
会
運
営
委
員
会

７
日
〜　

日　

第
３
回
下
妻
市
議
会
定

２２

　
　
　

例
会

７
日　

本
会
議　

議
案
上
程
、
説
明

　
　
　

下
妻
市
議
会
活
動
等
に
関
す
る

　
　
　

調
査
特
別
委
員
会　
　

８
日　

本
会
議  
議
案
質
疑

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

９
日　

産
業
経
済
委
員
会

　
　
　

建
設
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１０
　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１３
　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１４
　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１５

◆ 
８　

月

〈再生紙を使用〉

◆ 
９　

月

◆ 　
　

月

１０

 市議会を傍聴してみませんか
● 次の定例会は、 12 月  6 日から12  月15日までの10日間の予定です。 なお、 一般質問
は１２月10日 、13日の   2 日間の予 定です。　（上記日程は、変更する場合があります。）

平成 2 2 年 第 3 回  （ 9 月） 定 例会の 傍聴者は15人でした。
※問合せ先：下妻市議会事務局　0296－43－2111　内線1112・ 1113
下妻市役所のホームページからも「市議会だより」がご覧いただけます。
また、「定例会・臨時会会議録」もご覧いただけます。
　　〈下妻市役所ホームページ〉　h t t p： / / w w w . c i t y . s h i m o t s u m a . l g . j p /　

Ｅボート大会に参加した議会チーム


